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木村よしのぶと共に　県政の転換を　　　　国いいなりで県民に冷たい県政
いのち・くらし
福祉・教育を大切に
　中学卒業まで、こどもの医療費窓口無料化します。国保・介
　護の負担を軽くし、施設を増やします。医師・看護師・介護
職員の不足解消をはかります。３０人学級を実現し、正規の
教員を増やします。
消費税増税ストップ！
みんなの給料ふやし雇用まもる
ムダな大型開発に莫大な税金を使うのでなく、中小企業や地場
　産業・農林漁業を支援する石川県に。中小企業振興条例や住宅
リフォーム助成制度つくります。大企業に賃上げと正規雇用拡
大を要請します。４月からの消費税増税中止を求めます。
自然エネルギー
志賀原発再稼働中止・原発ゼロへ
志賀原発の再稼働に反対し、即時廃炉をめざします。自然エ
ネルギーを飛躍的に拡大し、地域振興と雇用拡大につなげます。
平和・安全・安心
安心して住み続けられるまちづくりを
　憲法９条生かし平和守ります。秘密保護法廃止求めます。日米
共同訓練の中止・オスプレイの立ち寄りに反対します。農業・
医療・雇用をこわす、ＴＰＰ参加撤回求めます。地震・津波・
豪雨などの災害に強いまちづくりすすめます。



私は、何よりもいのちを大切にして、県民の暮らしと生活を守る県政の実現をめざします。「いのちの重さに差別はない」を信条に、いのちをつなぎ、憲法が生き安心して住み続けられる石川県をめざします。国と市町の真ん中にある石川県政が今こそ変わらなければなりません、県民の立場にたって国にものを言い、県民の防波堤になって頑張る県政が求められています。ご一緒に、石川県を変えましょう。








（２／27告示・３／16投票予定）








１月１３日（月・祝）


14：00－16：00　労済会館ホール





●木村よしのぶさんからの訴え





●各界からのリレーメッセージ





12月号外





新しい県政をつくる県民の会の見解を紹介します。





発行：新しい県政をつくる県民の会


〒920-0848　金沢市京町24-14　石川民医連気付


電話076（253）1458　ＦＡＸ 076（253）1459


ホームページ　http:/kenminnokai.jp/





県民の会





辰巳ダム（250億）や金沢港整備（247億）などムダな大型開発を推進。さらに「新幹線開業」効果へ道路建設のラッシュ・・。小松白川連絡道路（1700億）も計画。消費税増税は避けられないと増税容認の現知事。














小松基地での日米共同訓練の中止を求め、石川県に申し入れをおこなう木村よしのぶさんと県民の会





税金の使い方を変えて、暮らし応援に








石川県は、保育料の3人目助成の削減、心身障害者の医療費助成も廃止、児童福祉費は全国３９位（2009年）。大型開発も含む投資的経費を、全国平均並みにすると約９０億円の財源がうまれ、子どもの医療費無料化、３０人学級実現など県民のくらし・福祉応援の県政ができます。








いのちと人権守って４０年の木村よしのぶさん


１９５１年生まれ、羽咋高校卒、中央大学で学ぶ。寺井病院事務長、城北病院事務長、石川勤労者医療協会専務理事など歴任。現在、県健康友の会連絡会事務局長、ＮＰＯ法人「たすけ愛」副理事長、ハンセン病支援・ともに生きる会会長、新しい県政をつくる県民の会事務局長











現知事は、日米共同訓練に国の仕事だからと抗議もせず。憲法についても「不磨の大典でない」として、改憲に反対しない態度。ＴＰＰにもきっぱりとは反対せず。





現知事は政府の方針は現実的対応として理解できると、再稼働容認です。エネルギー政策は国の仕事と、国まかせで県独自の本格的施策はなし。





全国は３６都府県で子どもの医療費窓口無料化を実施。石川県は、４度の県議会の決議が上がっても、一貫して拒否。


国民健康保険料・介護保険料軽減への独自支援なし。現知事は社会保障費の増加は財政を圧迫すると冷たい対応。








